
○
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
七
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
十
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

病
院
等
の
管
理
者
は
、
法
第
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
適
切
に
行
う
た
め
、
当
該
病
院
等
に
お
け
る
死
亡

及
び
死
産
の
確
実
な
把
握
の
た
め
の
体
制
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
十
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団
体
に
よ
る
協
議
会
の
組
織
）

第
一
条
の
十
の
五

法
第
六
条
の
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団
体
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
支
援
団



体
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
六
条
の
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
支
援
」
と
い
う
。

）
を
行
う
に
当
た
り
必
要
な
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
共
同
で
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
協
議
会
」
と
い
う

。
）
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

協
議
会
は
、
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
病
院
等
の
管
理
者
が
行
う
法
第
六
条
の
十
第
一
項
の
報
告
及
び
医
療
事
故
調

査
の
状
況
並
び
に
支
援
団
体
が
行
う
支
援
の
状
況
の
情
報
の
共
有
及
び
必
要
な
意
見
の
交
換
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

協
議
会
は
、
前
項
の
情
報
の
共
有
及
び
意
見
の
交
換
の
結
果
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

病
院
等
の
管
理
者
が
行
う
法
第
六
条
の
十
第
一
項
の
報
告
及
び
医
療
事
故
調
査
並
び
に
支
援
団
体
が
行
う
支
援
の
円
滑

な
実
施
の
た
め
の
研
修
の
実
施

二

病
院
等
の
管
理
者
に
対
す
る
支
援
団
体
の
紹
介

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


